
 

  

 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自分で考え判断する子ども  

～子どもの自律をめざして～ 」を実現するために、日々の生活において「つなぐ」こ

とを意識した実践が、組織的、計画的に行われています。学校は「社会で生きることが

できる力をしっかりとつける」を意識し、子ども達につけたい資質・能力を「見通す力、

イメージできる力」と「対話できる力」と定め、「学力向上班」「体育班」「生活指導班」

がそれぞれの取り組みについて検証を行い改善を図っています。  

今後は、それぞれ各班の重点的取組（取組指標）が、どの「資質・能力（３本柱）」を

育てるのか（目的）を明確にすることで、方法（手段）は担当者や担任に任せることが

でき、それぞれの当事者意識がより高まると思いました。 

授業から学ぶ
 

   
オンライン授業の授業を参観させていただき

ました。当日はＩＣＴ支援員も参加され、複数

の教職員で、協働的に授業をすすめていました。

自分で考え、考えたことをみんなに示し、説明

するテンポのある授業は、オンラインのみなら

ず、通常の授業でも大切なことだと思

いました。  

分散登校中にオンライン授業を行う

ためには、週末には、１週間の計画を

子どもや保護者に配布しなければなり

ません。また、ロイロノートによる課題の提出は、時間まで指定することが効果的であ

ることを知りました。そのような計画を作ることが最も大変なことかと思いました。 
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